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1．はじめに
すでに多くの研究機関で冊子、Webその他の手

段により研究成果の発信が行われている。また、
その受け手としては研究者のみならず実務者、一
般市民なども加わっている。日本の「食」を支え
る農業分野においても、成果物をWebで公開し研
究者だけでなく農業者や一般市民などから利用さ
れる例は多く見られる。
たとえば、糀谷らはWebページ開設農業者に対

し農業関係の研究機関のWebページをどの程度利
用しているかなどを調査1）し、研究機関のWebペ
ージ上の情報のうち特に「新技術・新品種の特
徴・内容解説」に対する要求が強く、「公開情報
が個別的な部分技術の情報が多く、体系的に整理
されていない」と指摘している。また、樋田は神
奈川県水産技術センターが観測で得た海水温や等
水温線の情報をとりまとめWebで提供している
「一都三県海況速報」などについてアクセスログ
の解析を行っている2）。この結果、アクセスの多
かったリンク元上位30件のうち23件が磯釣りを対
象とした遊漁サイト、 5件がマリンレジャー、水
産業関係及びその他がそれぞれ 1件であるなど、
研究者だけでなく漁業者、一般にもこれらのデー
タが利用されていることを明らかにしている。
このように、研究機関が公開している情報の利

用の対象は研究者に限らず、一般市民でも活用で
きる可能性を持っている。また、主たる公表物で
ある研究論文は、一般に査読等の他の研究者によ
り検証するプロセスを経て公開されており、その
質に一定の保証がある。
しかし、先の糀谷らの指摘の通り、発信してい

る情報が必要としている者に届いていない現状も
ある。新品種を例に挙げれば、たとえば筆者が所
属する国立研究開発法人国際農林水産業研究セン
ター（以下、「JIRCAS」という。）で育成、2008年

に品種登録されたパパイヤ品種「石垣珊瑚」があ
る。この品種は、「耐暑性を備え、わい性で豊産
性の栽培特性を持ち、果実は強い芳香があり、高
糖度で食味がよい」とされており、JIRCASが
2014年度に行った追跡調査3）によれば「その生産
量は年々伸びています。消費者の反応も好評との
こと。生産者からは、甘くておいしい。低木で作
業がしやすいといった意見がありました。」との
結果が得られている。
では、一般の消費者がこのような新しい品種に
関する情報を得るためには、どのように探すだろ
うか。
Google、Bing、Yahoo!といった検索エンジンで

「石垣珊瑚」を検索すると、その結果は通信販売
サイトが多い。また、筆者がこれらの検索結果と
「石垣珊瑚」に関してJIRCASが公開している研究
成果情報4）とを照らし合わせたところ、品種の出
願日（2007年 2 月）と登録日を混同しているなど、
若干の事実誤認があるページが見られた。このほ
か、異なるWebページであるが特性について類似
する記述がいくつか見られた。
このように、「石垣珊瑚」がJIRCASにおいて育
成した品種であること、またその特性や育成の過
程について信頼できる一次情報をWeb上で探し出
すには難しい状況にあるといえる。そこで本稿で
は、研究機関における研究成果を一般消費者から
みた「食」に関する情報源の一つとしてとらえ、
農業分野を中心とした検索手段のほか、専門情報
機関における再利用の可能性など、信頼性の高い
情報の利活用手段について紹介する。

2．農業分野における研究成果の検索
2．1 AgriKnowledge
研究の成果物としてまず思い浮かぶのは学術論
文であり、国内においてはCiNii Articles、J- 
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STAGEなどで検索が可能である。しかし、研究
機関で生み出される成果物は論文だけではない。
特許取得やテクニカルペーパー、新たな品種の登
録など多様な形態により、またその手段も紙媒体
だけでなくWebなどが用いられている。たとえば、
筆者が所属するJIRCASほか多くの国立研究開発
法人においては、報告書の作成と頒布、Webによ
る電子的な発信などを研究成果の普及・公表の手
段として用いている。
これら国立研究開発法人や大学、都道府県の試

験研究機関などで行われている研究課題や成果を
包括的に検索できるWebサイトとして、農林水産
省農林水産技術会議事務局筑波産学連携支援セン
ターが提供するAgriKnowledge 5）がある。収録デ
ータベースとその概要を表 1 に示す。Agr i -
Knowledgeは2011年12月より運用を開始し、農
林水産関係の研究課題、研究成果情報、全文を含
む研究論文など、「現在どのような研究が行われ、
どのような成果が出ているか」までを網羅する総
合的な情報サービスを展開している。ここで蓄積
されたメタデータのうち研究論文については
CiNii Articlesに、農林水産関係試験研究機関総
合目録は国立国会図書館サーチに提供され、
AgriKnowledge以外のWebサイトからも利用可能
である。
このAgriKnowledgeを使用して「石垣珊瑚」を

検索した結果を図 1に示す。研究業績が 3件、研
究成果情報が 2件、研究課題が 1件あることがわ

かる。以下、カッコ内は図 1中に筆者が付与した
番号を示す。まず、「石垣珊瑚」は2006年～2010
年に国際農林水産業研究センターで行われた研究
課題「熱帯果樹の多収軽労化栽培技術の開発」に

表1 AgriKnowledge提供データベース

JASI
（日本農学文献記事索引）

国内で毎年発行される農林水産関係の学術雑誌約500誌に掲載された論文等の書誌情報を収
録。

AGROLib 試験研究機関研究報告、公立試験研究機関報告等、大学研究報告等、学・協会誌などで、電
子化と掲載の許諾を得られた全文情報。

研究課題データベース 農林水産関係国立研究開発法人等試験研究機関において実施されている研究課題の情報。
研究業績データベース 農林水産関係国立研究開発法人等試験研究機関において実施されている研究業績の情報。

研究成果情報 農林水産関係国立研究開発法人等試験研究機関の新たに得られた知見や開発された技術をま
とめたデータベース。

農林認定品種データベース 農林水産省が国立研究開発法人、都道府県の研究機関、民間団体及び大学への委託等により
育成した品種の中から特性が優良なものを認定した「農林認定品種」の情報を公開。

農機具データベース 「農林業技術発達関係資料調査収集事業」で収集した明治時代から100年余りの間に使用され
た農具類、民具類約3,800点の写真と解説を収録したデータベース。

図 1　AgriKnowledgeによる「石垣珊瑚」の検索結果
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よる成果であることがわかる（1）。また、この品
種は農研機構果樹研究所、鹿児島大学、石垣島パ
パイヤ、岩手大学との共同研究によるもの（2）で
あり、品種出願は2007年 2 月15日（3）、品種登録
は2007年度に行われている（4）。さらに、その特
性（5）や、その他JIRCASで育成しているパパイ
ヤ品種として「石垣ワンダラス」がある（6）こと
がそれぞれ把握できる。
このように、品種名などをAgriKnowledgeで検

索することで、どこの研究機関によって、いつ頃
にどのような研究課題の元で開発された品種であ
るかなど、関連する幅広い情報を得ることができる。

2．2 まるみえアグリ：農業研究見える化システム
（仮称）
農林水産省では、研究成果のさらなる「見える

化」を進めるため、2017年 4 月より「まるみえア
グリ：農業研究見える化システム（仮称）」6）（以
下、「まるみえアグリ」という。）を開設しサービ
スを開始している。この「まるみえアグリ」は、
主として生産者を対象として最先端の技術につい
て相談しやすく、すぐに利用できることを目的と
して構築されたものであるが、操作性を考えると
一般の消費者等の利用にも適していると考える。
検索対象はAgriKnowledgeに収録されている研

究課題データベース、研究成果情報、研究業績デ
ータベースに加え、「農業研究者リスト」が含ま
れる。
Webサイトのトップページを図 2に示す。カテ

ゴリから階層をたどり必要な情報を選択する検索
方法が主体であり、ここで「作物から絞り込む」
を選択して「果樹（その他）」から「パパイヤ」を
選択した結果が図 3である。ここでは、研究成果
が15件、研究課題が77件、研究業績が30件の結果
が得られており、この中に先の「石垣珊瑚」に関
する研究成果 2件も含まれている。
さらに「カテゴリ」として表示された各種の「亜
熱帯」「挿し木」などのキーワードから、さらに
関連する情報を参照することもできる。「まるみ
えアグリ」では、例えば「亜熱帯」については「生

産環境」に、「挿し木」については「栽培技術」
のように、これらのキーワードをカテゴリごとに
分類しており、「詳細検索」ボタンからこれらの
上位のカテゴリを指定しての絞り込みも可能とな
っている。
加えて、AgriKnowledgeには収録されていない
情報として、「農業研究者リスト」がある。これ

図 2　まるみえアグリ：
農業研究見える化システム（仮称）

 

図 3　「果樹（その他）」から「パパイヤ」を選択
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は国公立試験研究機関、大学等の研究者の研究機
関名、氏名、研究対象の作物や畜産動物の種類、
研究成果、研究業績をまとめたもので、例えば研
究成果情報「わい性で、耐暑性に優れた食味良好
なパパイヤ新品種「石垣珊瑚」」からリンクされ
ている研究者の一人を表示した例が図 4である。
ここでは、所属の研究機関名、連絡先のほか、カ
テゴリとして「栽培技術」「その他の果樹」とある
ことから、その専門領域が把握できる。また、研
究業績から「石垣珊瑚」以外にも多様な果樹品種
の栽培に携わっていることがわかる。
このように、AgriKnowledge、「まるみえアグ
リ」のいずれも農林水産研究に関わる多様な知見
をキーワード検索やボタン選択により検索するこ
とができる。特に「まるみえアグリ」はボタン選
択のみで必要な情報にたどり着くことができるな
ど、具体的なキーワードがわからない場合や、ま
たスマートフォン、タブレット端末などタッチ操
作が主体となる機器等での利用が考慮されている
といえる。

なお、「まるみえアグリ」構築の仕様書である「研
究成果等「見える化」推進事業委託業務調達仕様
書」7）によれば、科学技術振興機構、科学研究費
助成事業など他の公的機関の公開情報からも関連
の研究課題や成果等の情報収集と更新を行い、デ
ータの充実を図るとある。このことから、今後は
農林水産省関係だけでなく大学等の研究者の情報
や研究成果の収録も期待できる。

3．専門情報機関における利用
本項では、専門情報機関における情報源の活用
例の提案として、オープンデータによる「食」に
関する情報源の二次的な活用手法について述べる。
「機械判読に適したデータ形式で、二次利用が
可能な利用ルールで公開されたデータ」であり「人
手を多くかけずにデータの二次利用を可能とする
もの」はオープンデータと呼ばれ、これまで国や
地方自治体などの組織や業界内のみで利用されて
いるデータを社会全体で利用するため環境整備が
進みつつある8）。
図書館員による「食」に関わるオープンデータ
の取り組み例としては、図書館司書の自主学習グ
ループ「ししょまろはん」9）が作成したデータセ
ット「本に出てくる京都のおいしいもののデータ
（たべまろはん）」10）がある。このデータセットは、
京都を舞台にした小説等書籍に出現する「おいし
いもの」を提供するお店の位置情報、書籍のタイ
トル、また実食した感想などが納められており、
書誌情報に新たな情報を付加することで価値ある
情報源を生成しているといえる。
農産物を例に挙げれば、国内における公的デー
タベースとして「青果ネットカタログ「SEICA」」
（以下、「SEICA」という。）がある11）。SEICAは、
農産物 1品ごとの栽培方法や特徴、種類やその生
産者などを登録し、流通業者や消費者がその情報
を簡易に参照することで青果物の信頼を高めるサ
ービスとしてすでに生産・流通の現場で多く活用
されている。SEICAに登録されている青果物には
カタログ番号やQRコードが記載されたラベルが
添付され、この情報を元にSEICAを検索し登録さ図 4　研究者情報の表示例
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れた生産者や農薬の使用の有無、散布回数など栽
培方法を参照することができる。表示例を図 5に
示す。
SEICAに蓄積されたデータはWebサイトで検索

できるほか、外部の様々なプログラムからAPI
（Application Program Interface）を通じてXML
形式で入出力を行い利用できる12）。より便利に使
うためにはXML形式でデータ処理を行うための
プログラム開発が必要になるが、これがテキスト
形式やExcelで利用できる形式であればどうだろ
うか。より低コストでこれらのデータを利用でき
ることになる。
そこで、SEICAからトマトの生産農家と品種名

を取り出しExcelやテキスト形式などのデータセ
ット「とまと生産農家と品種名および出荷者」と
して公開13）した例がある。また、このデータセッ
トを利用して、生産農家と品種の関係を一覧でき
るシステムも作成されている14）。SEICAのWebサ
イトは図 5のようにカタログ番号に対応したデー
タを一点一点検索して表示する機能しか持たない。
しかし、先のデータセットのように、公開された

データを利用しやすい形に変換することで、さら
に他の誰かが簡易にアプリケーションを作成、公
開することができる。また、これらのデータは、
二次的な利用ができるよう利用ルールとしてCC 
BY（クリエイティブコモンズ 表示 4.0 国際）が採
用されており、適切なクレジットの表示を行えば
営利・非営利にかかわらず自由に複製、再配布、
改変、共有が可能である。
農林水産省品種登録ホームページ15）に登録され
ている品種も、登録されている情報のうち出願品
種の名称、出願品種の読み、登録品種の育成者の
氏名、出願品種の画像、登録年月日などが同様に
してデータセットとして作成、公開されている16）。
先のSEICAを元にしたデータセットと組み合わせ
ることができれば、ある品種の生産農家と出荷者
に加え、品種登録時の画像や登録年月日、育成者
もあわせて参照可能となり、より利便性が向上す
るだろう。
先に紹介したAgriKnowledgeもAPIにより主と
してXML形式によりデータの提供を行っている。
「まるみえアグリ」においてもAgriKnowledgeの
データを再利用して、より利便性の高いインター
フェースでサービスを提供している。仮に、
AgriKnowledgeのデータがテキスト形式など、よ
り人手をかけずに利用できる形態で提供されてい
れば、専門情報機関において自機関の目的にあわ
せ必要な情報を抽出して利用する、あるいは他の
情報と組み合わせるなど加工して提供するなどし
て、新たな情報源を構築しうると考える。

4．まとめ
以上、本稿では、主として「食」を支える農業
分野に関わる研究成果や情報源について、その提
供データベースや二次的な活用について述べた。
国内でWebが活用され始めてから20年余が経過
し、すでに多くの情報資源が蓄積されている。こ
の間に専門情報機関の活動も変化しているが、
Web上に存在している情報資源を把握、評価し活
用する段階から、これらを活用して新たな情報資
源を生み出してゆくことも技術的に可能となって図 5　SEICAによる生産物の表示例
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いる。
本稿で紹介したAgriKnowledgeやSEICAは、こ

れまで散在していた情報を集積することで検索や
他のシステムとの連係を可能としたプラットフォ
ームである。さらに現在では、これら集積された
情報を最新のニーズに合わせたインターフェース
で、かつ誰でも再利用できる形式で提供するため
の取り組みが始まっている。
単に「ホームページで情報発信」と叫ばれた時

代を過ぎた。これまで集積された情報を変化する
利用者のニーズに合わせて、かついかにして利用
しやすい形態で提供するか、引き続き専門情報機
関で取り組む課題であると考える。

（はやし　たかのり）
http://orcid.org/0000-0002-5189-1865

画像の出典
図 1は参考文献 5）の表示内容を元に筆者が加

工して作成した。
図 2、 3、 4 は参考文献 6）の表示内容を元に

筆者が加工して作成した。

注記
「まるみえアグリ：農業研究見える化システム

（仮称）」については、 6月16日に名称が「アグリ
サーチャー」に決定した。また、同日より、研究・
資材・流通の見える化ウェブサイトを一括して提
供するポータルサイト「農林水産『見える化』シ
リーズ」（まるみえアグリ）が開設された。URLは
以下の通り。
http://www.maff .go . jp/j/kanbo/nougyo_
kyousou_ryoku/marumie/index.html

参考文献
URLの参照日はすべて2017年 5 月25日。
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「食」を支える農業研究に関する情報源とその利活用
林　　賢紀 （国立研究開発法人国際農林水産業研究センター）

「食」を支える農業分野に関わる研究成果などを提供する情報源として農林水産省が提供する
AgriKnowledgeや「まるみえアグリ」がある。本稿では、これらのデータベースについて紹介
したほか、青果ネットカタログ「SEICA」と収録データのオープンデータ化など情報源の二次
的な活用について紹介した。また、これまで蓄積された情報を単に利用するだけでなく、専門情
報機関において再構成して活用する方向性を示した。




























































